
◆◆ 主な内容 ◆◆

インフォメーション

●「第1回みどり技術ネットワーク全国会議」を開催しま
 す！

【農政局からのお知らせ】

●作物統計調査 令和5年産茶の摘採面積、生葉
 収穫量及び荒茶生産量（主産県）
●「みどり戦略学生チャレンジ（近畿大会）」
 参加登録を受け付けています！
●今月のおすすめ BUZZMAFF となりの近畿「知事
 特製のふなずしを食べてみた」”～琵琶湖より愛をこめ
て～”をアップ～

トピックス

●地域の農林水産物「淡路島3年とらふぐ」を地理的
   表示（GI）として登録！

新鮮mini情報のバックナンバーは、「近畿農政局 ミニ情報」で検索できます。  

←農林水産省公式Facebook、X（旧Twitter）及びYouTubeは、近畿農政局ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからもｱｸｾｽできます。

近畿農政局 撮影
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近畿農政局 企画調整室

春を呼ぶ・・・ 梅の花（和歌山県田辺市）

和歌山県田辺市で梅を栽培し、農業現場において
知的財産の保護に取り組む「和×夢nagomu farm
Ⓡ」の八代目園主として、平成17年に父親が品種開
発した梅「ミスなでしこⓇ」を後世に残る品種にす
る「夢」を掲げ、活動をしておられる那須 誠さんに
お話を伺いました。

表紙の写真は、那須さんが栽培される、「和夢なでしこ」
（（平成22年）、「ミスなでしこⓇ」と「紅梅」の人工交配に
より誕生した品種（令和元年に品種登録））の開花状況
です。
「和夢なでしこ」は、①花びらが多数あり薄ピンク色であるこ
と、②双子や三つ子着果すること、③果実は「ミスなでしこ
Ⓡ」と同様に果皮が梅紫色に着色することが特徴です。

近畿農政局
和歌山県拠点撮影
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農林水産省は、みどりの食料システム戦略の実現に貢献する技術の社会実装を一層促進するため、「みど
りの食料システム戦略技術カタログ」掲載技術の社会実装をテーマとした、「第1回みどり技術ネットワーク
全国会議」を開催します。
みどり技術に関心のある方は、どなたでも参加いただけます。皆さまの参加をお待ちしております。

1.概要
みどりの食料システム戦略の実現に向けて、戦略で掲げた各目標の達成に貢献し、現場への普及が期待

される技術について、「みどりの食料システム戦略技術カタログ」としてとりまとめています。「第1回
みどり技術ネットワーク全国会議」では、これらの技術の産地への横展開と更なる普及、改良を目指し、
カタログ掲載技術の紹介や、農業者も含めたパネルディスカッションを実施します。
※本会議は、昨年開催された「みどり技術ネットワーク会議（全国9ブロック）」を受けて、初めて実施
するものです。

詳しい内容及び申し込みは、以下のパンフレットをご覧ください。

詳しくはこちら
（農林水産省ホームページ）

https://www.maff.go.jp/
j/press/kanbo/kihyo03/240215.html

https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/kihyo03/240215.html
https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/kihyo03/240215.html
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◆「みどり戦略学生チャレンジ（近畿大会）」
 参加登録を受け付けています！

YouTubeで絶賛公開中！詳しくはこちらを見てね
（近畿農政局ホームページ）
https://www.maff.go.jp/
kinki/photo/kekka/video/b10.html

◆今月のお勧め BUZZMAFFとなりの近畿

「知事特製のふなずしを食べてみた」”～琵琶湖より
愛をこめて～”をアップ

統計情報 ◆作物統計調査 令和5年産茶の
   摘採面積、生葉収穫量及び荒茶
   生産量（主産県）

－ 主産県の荒茶生産量は６万 8,000ｔで、前年産に
比べ３％減少 －

近畿農政局は、近畿地域（滋賀県、京都府、大阪府、
兵庫県、奈良県、和歌山県）の学生の皆さんによる「み
どりの食料システム戦略」に基づく取組の成果を募集して
います。
また、その取組成果を発表いただく「みどり戦略学生チャ
レンジ近畿大会」取組発表会（交流会）を開催するとと
もに、表彰を予定しています。
対象となる学校、取組内容、取組実施期間等、詳しく

はこちら（近畿農政局ホームページ）

https://www.maff.go.jp/kinki/
midori/kinkigakuseichallenge.html

応募される場合は、令和6年1月9日から5月31日ま
でに、以下のアドレスに必要事項を入力し、送信してくだ
さい。

参加登録（参加宣言）フォーム

【参考】みどりの食料システム戦略
生産者、事業者、消費者それぞれの理解と協働により、

食料・農林水産業の生産力向上と
持続性の両立をイノベーションで実現。
https://www.maff.go.jp/kinki/
keikaku/senryaku/210825.html

https://www.contactus.maff.go.jp/
j/form/kanbo/kankyo/
midori_challenge.html

注：１ 主産県とは、直近の全国調査年（令和２年）における全国の茶栽培面積の
おおむね80％を占めるまでの上位都道府県及び茶の畑作物共済事業を実施し、
半相殺方式を採用している都道府県である。

  ２ 10ａ当たり生葉収量とは、生葉収穫量を摘採実面積（一番茶は摘採面積）
で除して求めたものである。

詳しくはこちら（農林水産省ホームページ）
https://www.maff.go.jp/j/tokei/
kouhyou/sakumotu/sakkyou_kome/
index.html#y16

【調査結果の概要】

１ 摘採実面積
  主産県の茶の摘採実面積は２万7,200haで、
  前年産に比べ600ha（２％）減少しました。 

２ 生葉収穫量
    主産県の茶の生葉収穫量は32万ｔで、前年産
に比べ１万1,100ｔ（３％）減少しました。 

３ 荒茶生産量
    主産県の荒茶生産量は６万8,000ｔで、前年産
に比べ1,900ｔ（３％）減少しました。

https://www.maff.go.jp/kinki/photo/kekka/video/b10.html
https://www.maff.go.jp/kinki/photo/kekka/video/b10.html
https://www.maff.go.jp/kinki/midori/kinkigakuseichallenge.html
https://www.maff.go.jp/kinki/midori/kinkigakuseichallenge.html
https://www.maff.go.jp/kinki/keikaku/senryaku/210825.html
https://www.maff.go.jp/kinki/keikaku/senryaku/210825.html
https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/kanbo/kankyo/midori_challenge.html
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農林水産省近畿農政局
企 画 調 整 室

滋 賀 県 拠 点

京 都 府 拠 点

大 阪 府 拠 点

兵 庫 県 拠 点

奈 良 県 拠 点

和歌山県拠点

TEL(075)451-9161   

TEL(077)522-4261   

TEL(075)414-9015   

TEL(06)6943-9691   

TEL(078)331-9941   

TEL(0742)32-1870   

TEL(073)436-3831

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

〒520-0044 大津市京町３-１-１ 大津びわ湖合同庁舎６F  

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

〒540-0008 大阪市中央区大手前１-５-４４ 大阪合同庁舎1号館６F  

〒650-0024 神戸市中央区海岸通２９ 神戸地方合同庁舎４F  

〒630-8113 奈良市法蓮町３８７ 奈良第３地方合同庁舎３F  

〒640-8143 和歌山市二番丁３ 和歌山地方合同庁舎５F     

近畿農政局 HP →

近畿農政局
メールマガジン 

→

今回の近畿管内（兵庫県4産品目）GI登録

第2号 但馬牛

【お問合せ先】
近畿農政局経営・事業支援部輸出促進課
 担当者：知的財産担当
    TEL：075-414-9025

詳しくはこちら（近畿農政局ホームページ）
https://www.maff.go.jp/kinki/press/
keiei/tiiki_syokuhin/240129.html

地理的表示（GI）保護制度は、その地域ならではの自然的、人文的、社会的な要因・環境の中で育まれてきた品質、
社会的評価等を有する農林水産物・食品の名称を、その地域における知的財産として保護するものです。
農林水産省は、学識経験者からの意見聴取等を経て、令和6年1月29日（月曜日）に、地理的表示法に基づき、
以下の産品を地理的表示として登録（登録番号第140号から145号まで）しましたので、お知らせします。

登録 名 称 登録生産者団体 生産地
番号 （国名及び都道府県のみ）

140 ぐしちゃんピーマン 沖縄県農業協同組合 沖縄県
141 大野豆 大野豆プロジェクト 香川県
142 青森の黒にんにく 協同組合青森県  青森県

黒にんにく協会
143 備前黒皮かぼちゃ 備前黒皮かぼちゃ振興 岡山県

協議会
144 淡路島３年とらふぐ  福良漁業協同組合   兵庫県
145 西わらび 西和賀わらび生産販売 岩手県

ネットワーク

これまでの兵庫県のGI登録

第3号 神戸ビーフ
第78号
佐用もち大豆

https://www.maff.go.jp/kinki/press/keiei/tiiki_syokuhin/240129.html
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